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テキスト平易化技術を利用した攻撃性緩和システムの提案とコーパス生成
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概要. 本研究では，テキストの意味内容を保持しつつ攻撃性のみを緩和する変換を統計的機械翻訳の枠組
みで提案し，その中で特に機械翻訳で必要となるパラレルコーパスを自動生成する手法を提案し実装する．
機械翻訳には大規模パラレルコーパスが必要だが，本タスクでは入手が難しい．そこで，英語及び日本語の
大規模生コーパスを対象に，単語分散表現に基づく文間類似度判定とポライトネス理論に基づく攻撃性判
定を組み合わせた品質推定をコーパスから選択した 2文に対して繰り返すことで，擬似的なパラレルコー
パスを生成した．品質推定を行った文対数に対する，パラレルコーパスとして選択された文対数の割合は，
英語において 3.13× 10−6，日本語において 3.56× 10−4 であった．

1 はじめに

近年モバイル通信端末の普及と高性能化により一
般の人々が不特定多数の人々とコミュニケーション
を取る機会が増加したが，コミュニケーション量の
増大に伴って，攻撃的文章が伝達されることによる，
受け手に対する心理的負担の問題が立ち現れてくる
こととなる．既存サービスにおいては，このような
攻撃的な文章表現により発生するコストに対し，悪
意のある表現が含まれていた場合受信者に文章を到
達させないといったシステムが構築されている．
しかし，この場合送り手が送信した情報を受け手

は全く得られなくなってしまう．攻撃的表現を含む
文章は，その中で伝達されている情報そのものは受
け手にとって有用である場合がある．従来の対策手
法のもとでは受け手は送り手の送信した有用な情報
にアクセスする機会を失うこととなる．
以上を踏まえ，攻撃的表現を含むテキストから攻

撃性のみを除去，あるいは緩和し，必要な情報のみ
で構成された文章に再構築する問題を同一言語内の
翻訳問題として考える．この同一言語内の翻訳問題
という枠組みは，テキスト平易化という研究分野で
も同様に用いられている．そこで，テキスト平易化
分野における研究成果 [5]を本問題に援用してテキ
スト攻撃性緩和システムの全体像を提案する．さら
にこのシステムにおいて中核的役割を果たすコーパ
ス生成方式を提案および実装する．

2 提案：テキスト攻撃性緩和方式

テキストの攻撃性緩和を同一言語内の統計的機械
翻訳問題として実現するシステムを提案する．
本研究の目的を統計的機械翻訳によって実現する

ためには，攻撃的表現を含む単言語コーパスと，攻
撃的表現を含む文と含まない文のパラレルコーパス
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図 1. 擬似パラレルコーパス生成手法の概観

必要となる．前者は一般的な統計的機械翻訳に用い
られている単言語コーパスがそのまま利用できるが，
後者については現在入手可能な大規模なものは存在
しない．そこで，本研究ではこのパラレルコーパス
を擬似的に構築する手法を提案する．ここにおいて
統計的機械翻訳によるテキスト平易化研究で用いら
れていたアイデアを援用する．
擬似パラレルコーパス生成手法提案の概観を図 1

に示す．まず，巨大な単言語コーパスから 2文を選
択する．次に，その文対に対して同義性と攻撃性の
判定を行う．攻撃的表現の有無のみ異なる同義文と
いう条件を満たしていた場合に擬似パラレルコーパ
スに対訳文として収録し，そうでない場合には棄却
する．これを繰り返し行うことで単言語コーパスか
ら擬似パラレルコーパスを生成する．
文間類似度判定においては，選択された 2文の類

似度を定量的に評価し，その閾値が一定の値を超え
たものを類似文とみなす．梶原らの研究で行われた
文間類似度判定の実験結果に基づき，提案されている
アルゴリズムの中で最高精度を実現したMaximum
Alignment を採用する．なお，Maximum Align-
ment アルゴリズムの提案は Songらによる [4]．
文の攻撃性判定には，Brown and Levinson の
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ポライトネス理論 [1]に基づいたポライトネスの定
量化ツールである Stanford Politeness API [2]を
利用し，そこから出力される Politeness 値を用い
る．Stanford Politeness APIはある文に登場する
ポライトネス・ストラテジーを根拠としてその文の
Politeness値を−1から+1の間の値で定量化する．
ポライトネス・ストラテジーは，相手のプラスの状
態に置かれたいという欲求を満たすポジティブ・ポ
ライトネスと，相手のマイナスの状態から遠ざかり
たいという欲求を満たすネガティブ・ポライトネス
からなる．Politeness値はテキストのポライトネス・
ストラテジー表現とそれに逆行する表現それぞれの
多寡と強さを定量化したものであるので，攻撃性を
示す指標として妥当なものである．
Stanford Politeness APIでPoliteness値を推定

できるのは英文のみのであるが，今回は日本語文で
もテキスト攻撃性緩和を考える．そこで，日本語文
を英訳した上で Stanford Politeness API によっ
て Politeness 値を推定する．ポライトネス理論は
言語によらない普遍的現象をモデル化した理論であ
り，言語表現そのものではなく，その背景にある意
味内容から人々はポライトネスを判断していること
を示している．そのため，完全に意味内容を保持し
た日本語から英語への翻訳が可能であり，かつそれ
が実現されているならば，翻訳後の英文から得られ
る Politeness値は原文の Politeness値と理論上一
致する．以上の理由から，ポライトネス推定による
攻撃性判定では日本語テキストを英訳した上でその
Politeness値を計測するという手法を採用する．

3 実装

英語生コーパスはECサイト「Amazon.com」の
レビューコーパス，日本語生コーパスは日本語質疑
応答Webサービスの「Yahoo!知恵袋」のスクレイ
ピングを利用した．
品質推定においては，文間類似度判定における

Maximum Alignmentで使用する単語分散表現は
Word2Vecを利用し [3]，Politeness値計算に進む
ための文間類似度の閾値は 0.6とした．Politeness
値計算において，日本語文の英訳にはGoogle Cloud
Platformの Translation APIを利用した．文対を
生成する上でのPoliteness値は，負の値の時に攻撃
的表現を含む文，正の値の時に攻撃的表現を含まな
い文と判断した．

4 結果と考察

比較した文対数に対する生成された文対数の割合
は英語において 3.13×10−6，日本語において 3.56×
10−4 であった．この割合が常に維持されるときに
サイズ 100万の擬似パラレルコーパスを用意するに
は，英語において 3200億回，日本語において 28億

回の比較が必要となる．乱数を用いるアルゴリズム
のため並列化は容易であるが，各ユーザが目的に合
わせて生コーパスや閾値を調整するという実用を考
えると、さらなる比較回数削減や比較自体のの高速
化が期待される。特に英語の日本語に対する生成割
合が低いので生コーパスや実装の見直しなど改善の
余地があると予想される．

5 まとめ

本研究では，テキスト攻撃性緩和という問題に
対し，統計的機械翻訳の枠組みで実現する方法を提
案した．この機械翻訳を行うにあたって必要となる
パラレルコーパスを，文間類似度判定と Politeness
値推定からなる品質推定を用いて，擬似的に構築す
る方式を提案した．この機械翻訳を行うにあたって
必要となるパラレルコーパスを文間類似度判定と
Politeness値推定からなる品質推定を用いて擬似的
に構築する方式を提案し実装した．
今後の展望としては，今回の擬似パラレルコーパ

ス生成アルゴリズムを用いて大規模な擬似パラレル
コーパスを実際に生成し，翻訳アルゴリズムの選択
も含めて統計的機械翻訳システム全体を実現するこ
とが期待される．
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